
　応急手当に関する正しい知識と、技術の普及を図

るための普通救命講習会を実施しています。

　一般の人でもＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使

用しての救命処置が可能になったため、講習の中で

ＡＥＤの取り扱いも学習できます。いざというとき

のために講習を受けてみませんか。

■日時　９月 17 日（日）　午前９時～正午

　　　　受付　午前８時 30 分～

　　　　※毎月第３日曜日に実施しています。

■場所　市消防本部３階講堂　■費用　無料

■対象　12 歳以上　■定員　20 人

■申込み　９月 10 日（日）まで
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上
半
期
（
１
～
６
月
）
の
救
急

出
動
件
数
は
１
、１
３
３
件

　

現
在
、
市
消
防
署
で
は
３
台
の

救
急
車
で
救
急
出
動
に
備
え
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
緊
急
性
が
な
い
と
思
わ

れ
る
救
急
出
動
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
い
の
に
、
救
急
車

を
要
請
す
る
と
、
生
命
の
危
機
に

瀕
し
て
い
る
重
症
患
者
へ
の
対
応

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に

行
け
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状
況

な
ど
か
ら
、
急
い
で
病
院
に
連
れ

て
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た

時
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
今
一
度
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

不
適
切

0

0

0

な
救
急
利
用
と
は
？

○
救
急
車
で
行
く
と
、
す
ぐ
診
察

　

し
て
も
ら
え
る
か
ら

○
今
日
か
ら
入
院
す
る
の
で
、
救

　

急
車
で
運
ん
で
も
ら
い
た
い

○
近
く
の
医
院
の
診
療
時
間
が
終

　

わ
っ
て
い
た
の
で
、
救
急
車
で

　

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い

身に付けよう　応急手当

普通救命講習会
受講者募集

全国版救急受診アプリ　「Ｑ助」

問
市
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防
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３
１
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９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
対
し
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
57
年

か
ら
毎
年
９
月
９
日
は
『
救
急
の
日
』
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
と

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　

こ
の
相
談
会
で
は
、
市
が
委
嘱

し
た
専
門
の
相
談
員
が
地
区
集
会

所
な
ど
へ
出
向
き
、
住
宅
の
耐
震

に
つ
い
て
個
別
の
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
建
物
が
地

震
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
安
全
な

の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
現
在
の
耐
震
基
準
が
施

行
さ
れ
る
前
の
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
は
、

耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
大
き
な
地
震
に
よ
り
損
傷
、

倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

■
日
時　

９
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午
／

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

■
場
所　

○
午
前

　

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
午
後

　

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
は
依
頼
主
宅

■
対
象
　
市
内
在
住
の
人

■
定
員　

10
組

　
　
　
　

（
午
前
６
組
・
午
後
４
組
）

■
持
ち
物　

　

建
築
確
認
申
請
時
の
平
面
図
な

ど
、
住
宅
の
間
取
り
が
分
か
る
も

の
（
建
築
確
認
通
知
書
な
ど
）

■
相
談
時
間　

　

１
組
あ
た
り
、
お
お
む
ね
45
分

■
費
用　

無
料

■
申
込
み　

　

９
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

問
・
申
込
先

　
都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班

　

（
93
）
５
１
４
８

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
？

住
宅
耐
震
相
談
会

　

起
業
・
創
業
を
考
え
て
い
る
人
に

と
み
さ
と
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■
場
所　

市
商
工
会
館

■
内
容

　

創
業
の
基
礎
知
識
、
人
材
育
成
、

販
路
、
顧
客
開
拓
方
法
、
事
業
計

画
策
定
、
創
業
資
金
調
達
の
知
識

が
身
に
つ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

■
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
全

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
で
き
る
人

○
起
業
、
創
業
を
考
え
て
い
る

○
第
二
創
業
を
考
え
て
い
る

○
創
業
後
間
も
な
く
、
改
め
て
創

　

業
の
基
本
を
学
び
た
い

■
定
員　

先
着
20
人

■
費
用　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　

（
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
）

■
申
込
方
法　

申
込
書
（
※
）
に

費
用
を
添
え
て
窓
口
へ
提
出

※
市
商
工
会
と
商
工
観
光
課
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
商
工
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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問
・
申
込
先
　
市
商
工
会
　

（
93
）
０
１
３
６

■スケジュール

①10月22日（日）

　午前10時～午後４時

創業の心構えとは

事業コンセプトを考える

②10月29日（日）

　午前10時～午後４時

創業者に必要な自己アピールのツボとコツ、

　マーケティングを考える

創業者が行う営業のツボとコツ

③11月５日（日）

　午前10時～

　午後５時45分

事業を継続させるための数値感覚

創業者が活用できる補助金・助成金を最大限活用する

融資申込時の事業計画書作成のポイント

④11月12日（日）

　午前10時～午後４時

創業に欠かせないＳＮＳの重要性

創業するときに必要な手続きや知識、人材の有効活用

　本セミナーは、市の創業支援事業として実施するため、受講終了者が市内で創業する場合は、

市が証明書を発行することで、次の特例措置の対象者となります。

１．株式会社を設立するときの登記にかかる登録免許税が軽減

　　資本金の０・７％→０・35％　※最低税額あり

２．無担保、第三者保証人なしの創業関連保証の枠が１，０００万円から１，５００万円までに拡充。

　また、既に創業している人（５年以内）についても特定創業支援事業による支援を受けることに

　より保証枠が拡大

３．創業２ヶ月前から対象となる創業関連保証の特例が、事業開始６ヶ月前から利用可能

４．日本政策金融公庫が取り扱う「新創業融資制度」について自己資金要件が撤廃

５．国や県が実施する創業補助金への申込み対象

　総務省消防庁では、住民の緊急度判定を支援し、利用できる医療機関や受診手段

の情報を提供するため、全国版救急受診アプリ「Ｑ助 （きゅーすけ）」を作成しました。

　急な病気やけがをしたとき、該当する症状を画面上で選択していくと、緊急度に

応じた必要な対応（「いますぐ救急車を呼びましょう」、「できるだけ早めに医療機

関を受診しましょう」、「緊急ではありませんが医療機関を受診しましょう」または

「引き続き、注意して様子を見てください」）が、緊急性をイメージした色とともに

表示されます。

　スマートフォン版は「App Store」や「Google play」で、「Ｑ助」を検索

してダウンロード・インストールできます。

　パソコンからは、総務省消防庁ホームページの「Q 助」

Web 版で利用できます。

　救急車を呼ぶかどうか迷った時などに、ぜひご利用ください。

●総務省消防庁ホームページ

H P https ://www.fdma.go . jp　⇒　「Q助」で検索
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全国版救急受診アプリ


